
３．コンクリート埋設配管を行う場合は、４０１図による。

注意事項

２．自立盤の場合は、あと施工アンカーにより床、壁とも堅固に取付ける。

自 立 盤 へ の 配 線 の 敷 設 - （ ３ ）

１．自立盤の取付けは、一般的に上部はケーブルラック又は電線管、下部はピット又はプルボックスを設けて施工する。

チャンネルベース

盤支持金具

ボンド線

盤上部入線用切込み
部に保護カバー

ケーブルラック

ケーブル結束

ケーブル

自立盤 ベース

ボンド線

あと施工
アンカー

ケーブルラック

あ
と
施
工
ア
ン
カ

ケーブルラック

|

４０３盤 　 　 　 類

基礎

（ ケ ー ブ ル ラ ッ ク の 場 合 ）

基礎 基礎

正　面　図 側面図（１） 側面図（２）
（壁付の場合） （壁より離隔する場合）

チャンネル



二 重 天 井 埋 込 照 明 器 具

注意事項

１．器具の配置は、他設備との取合いを十分行って決定する。

インサ－ト又はあと施工アンカー

分電盤へ

ケーブル

照明器具

天井用つりボルト

ケ－ブル用支持材

照明器具へ

野縁受け

野縁

天井下地ボード

照明器具用つりボルトインサ－ト調整金具

照明器具

ダクト等

分電盤からの第１ボックスが二重天井内にある場合

インサ－ト位置がずれた場合

ダクト等の障害物の下に取付けられる照明器具の支持例

インサート

ゴムブッシング

天井仕上ボード

ゴムブッシング

照明器具用
つりボルト

アウトレット
ボックス
（ブランク
　カバー付）

天井用つりボルト

照明器具用つりボルト

ケーブルケーブル

又はあと施工アンカー

インサ－ト又はあと施工アンカー

天井用つりボルト

補強材

　脱落防止を施す）

器具 器具

ダクト等

野縁受け

（ワイヤ等により、
支持材

ケーブル

５０８照 明 設 備

天井下地ボード

天井仕上ボード

天井下地ボード

天井仕上ボード



Ｐ Ｆ 管 の 軽 量 間 仕 切 内 配 管 及 び

ボ ッ ク ス の 取 付 け

3
0

0
1

,
5

0
0

間柱（軽量スタッド）

固定金物

ボックス

ＰＦ管支持材

ＰＦ管支持材

丸鋼９φ

角バー

ＰＦ管

ＰＦ管支持材

２．管の支持材は、バインド線、合成樹脂製バンド、専用支持金具等とする。

１．管の支持間隔は、原則としてボックス周り０.３ｍ以下、その他は、１.５ｍとする。

注意事項

９０５屋 内 配 線

（単位　ｍｍ）



屋 内 配 線

（単位　ｍｍ）

B種耐震支持例S 種・Ａ種耐震支持例Ａ

耐震支持施工例

ケーブルラック 自重支持 耐震支持（つり材）

耐震支持（斜材）

※１　耐震支持材の間隔は表を参照する。

※２

※１

※２ ※２ ※２ ※２ ※２ ※２

１以上

２

躯体取付けアンカー

ケーブルラック

複合ボルト

斜材

ターンバックル

（ボルト）

ターンバックル

（ボルト）
斜材

９１３
ケ ー ブ ル ラ ッ ク の

水 平 支 持 方 法 - （ ２ ）

注意事項

１．耐震クラスに適合した間隔で耐震支持を行う。

設置場所

中間階

1階及び地下階

特定の施設

横引き配管等の耐震支持

上層階
屋上及び塔屋

バスダクト等）

電気配線

（金属管・金属ダクト・

１２ｍ以内ごとにS 種耐震支持

１２ｍ以内ごとにＡ種耐震支持

一般の施設

電気配線

（金属管・金属ダクト・
バスダクト等）

ケーブルラック ケーブルラック

６ｍ以内ごとにS 種耐震支持

８ｍ以内ごとにＡ種耐震支持
１２ｍ以内ごとにＡ種
又はＢ種耐震支持

８ｍ以内ごとにＡ種
又はＢ種耐震支持

１２ｍ以内ごとにＡ種耐震支持A A

１２ｍ以内ごとにＡ種
又はＢ種耐震支持

※２　ケーブルラックの自重支持間隔は、鋼製で２ｍ以下、その他は１.５ｍ以下とする。

１以上

２



４．各部の寸法は、製造者によって異なる場合がある。

注意事項

　　打合せを十分行う）。ケーブルつり部の支持材は、安全率４以上の強度をもつものとする。

垂 直 ケ ー ブ ル の 最 終 端 支 持 方 法

溝形鋼

Ｕボルト

インサート

側　面　図正　面　図

Ａ部詳細図

ケーブル

ワイヤグリップ

インサート

Ｕボルト

溝形鋼

１ ５ ０

幹線

エポキシ樹脂

絶縁キャップ

分岐スリーブ

プーリン
グアイ

天井つりボルト

Ｕクレビス

プーリングアイ方式

ワイヤグリップ

バインド線

分岐部

ＦＢテープ

溝形鋼Ａ部

分岐線

分岐長

ワイヤグリップ方式

１．ワイヤグリップ方式は、低中層ビルで小型サイズのケーブルに用いる。

２．プーリングアイ方式は、高・超高層ビルの幹線用ケーブルに用いる。各線心をそれぞれ単独で懸垂碍子によりつる。

３．引張強さは、ケーブルの自重と布設時張力に十分耐えられるものであること（コンクリート強度に対し建築構造

山形鋼

Ｕボルト

ボルト止め

Ｕクレビス

プ－リングアイ

ケーブル

鉄骨梁

　　つり部の線心相互の間隔は２００ｍｍ以上必要である。

ケーブル本数が多い場合

５．鉄骨に取付ける場合は、建築構造担当者と協議する。

　　ワイヤグリップの適合ケーブルサイズは、製造者の技術資料による。

屋 内 配 線 ９１７

（単位　ｍｍ）



地 中 外 壁 電 線 管 直 埋 め

４．記入寸法は、一例を示す。

注意事項

２．プルボックス以降の配管は、引込管より高い位置に設ける。

３．点検ふたは、点検しやすい位置に設ける。

１．貫通パイプは、金属管を使用する。

樹脂モルタル又はモルタル充填

水膨張型シール材

水切つば付鋼管スリーブ５０以上

地中側

つば付スリーブを使用する場合

地中外壁 防水ブロック
つりボルト

屋内側

点検ふた

防水コンパウンド充填
モルタル充填

ソケット（鋼製）

ねじ付ソケット（ＶＰ製）

排水用塩ビ管ＶＰ２５Ａ以上

溶接

接着

水勾配

必要に応じカップリング

を設ける

金属管

５ ０ 以 上

溶接

水切つば
３００～１，２００以上

屋外地中

ゴムパッキン

ゴムキャップ プルボックス

ケーブル

ロックナット

直埋込みの場合

バックアップ材（スポンジ）

シリコン系シーリング用ゴムパッキン

ガムテープ養生

結束

水膨張型シール材

水膨張型シール材
ラップ部５０ｍｍ以上

水膨張型シール材

樹脂釘止

角材

型枠ベニヤ板

実管

スリーブ固定用鉄筋及び番線

（コンクリート打設後取外してシール）

水膨張型シール材を取付けたスリーブを使用する場合

屋 上 ・ 屋 外 配 線 １００６

（単位　ｍｍ）

Ｇ Ｌ



    Ｓ造の場合は、鉄骨溶接面の錆等を落としてから溶接し防食塗料を塗布する。

注意事項

避 雷 導 線 と 鉄 骨 又 は 鉄 筋

と の 接 続

接続端子黄銅ろう付け

鉄板と鉄筋を

主鉄筋

断面図

鉄筋との接続

主鉄筋主鉄筋

黄銅ろう付け

銅板ｔ３

接続端子

はんだを充填する

黄銅ボルト
Ｍ１０

ねじ（黄銅）

鉄板ｔ６

7
5
以

上
6

5 0

1
0

0

6

黄銅ろう付け

銅板ｔ３

はんだを充填する

鬼撚線３８°

ねじ（黄銅）

接続端子

黄銅ボルト
Ｍ１０

鉄板ｔ６

鉄骨

鉄骨と鉄板

を溶接 溶接

正面図 側面図

鉄骨との接続

１．鉄骨との溶接は、鉄骨製作図に記入し、工場にて事前加工することが望ましい。

２．接続端子を付ける銅板と鉄板は、黄銅ろう付けとする。ＲＣ造の場合は、鉄板を２本以上の主鉄筋と溶接する。

ボルト接続の場合

鉄板ｔ４

ボルトＭ１０

鉄骨ボンディング用金具

引下げ導線

ボルトＭ１０

主鉄筋引下げ導線

４．ボルト接続の場合は、新ＪＩＳ（ＪＩＳ Ａ ４２０１：２００３「建築物等の雷保護」）対応の時のみ使用する。

３．記入寸法は、一例を示す。

（単位　ｍｍ）

１１０４接 地 ・ 雷 保 護

ボルト接続（クランプ）の場合

ねじ５Ｍ以上

引下げ導線

鉄板ｔ６

溶接２ヵ所

鉄板と鉄筋を溶接

主鉄筋

ボルトＭ１０

ねじＭ５以上

引下げ導線

溶接の場合
ボルト接続の場合

（１１０５図のＡ部）

（１１０５図のＡ部）


